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　地震動は，その振幅や周波数特性はいずれも時間的に不
規則に変動する（非定常性）ので，それを模擬するために
は，波形の振幅特性と波形の形状（位相）のモデル化が必
要である。最近の研究よると，これらの特性は，マグニ
チュードや震央距離などにより支配されることが分かっ
ている。しかし，振幅特性や位相特性は，本質的に不確
定性を有しており，これらを評価するためには，従来は
これらの特性を確率変数として扱い，モンテカルロシミュ
レーションにより応答スペクトルの期待値を求めるしか
なかった。しかし，この手法では多くの試行回数が必要で
あり，位相特性との関係が不明瞭であった。そこで，地震
動の非定常性を考慮した構造物の応答を評価するための
理論的な手法を導いた。これらの成果により，例えば，建
設地点に断層が特定された場合に，断層諸元や震央距離な
どを基に，その地点で確率論的に期待される応答スペクト
ルの期待値を理論的に算出することが可能となった。

（鉄道総研報告，2007年8月）
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